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令和８年度予算案の概要
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令和８年度予算案の特徴
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一般会計の総額 １，６８９億8千6百万円
（対前年度比 △16億7百万円）

基本構想・基本計画の実現を加速し

持続可能な区政の礎となる予算



特別区税

419億円
（24.8%）

特別区財政調整

交付金

404億円
（23.9%）

譲与税・その他交付金

147億円（8.7%）

分担金及び負担金

7億円（0.4%）

使用料及び手数料

31億円（1.8%）

国・都支出金

478億円
（28.3%）

繰入金

100億円
（5.9%）

特別区債

37億円（2.2%）

その他

67億円（4.0%）

歳入総額

1,690億円

子ども家庭費

360億円
（21.3%）

福祉費

344億円
（20.3％）

都市整備費

209億円
（12.4%）

教育費

163億円
（9.7％）

区民費

141億円（8.4％）

衛生費

64億円（3.8%）

環境清掃費

60億円（3.5％）

文化スポーツ費

59億円（3.5%）

産業観光費

19億円（1.1%）

その他

271億円（16.0%）

歳出総額

令和８年度歳入・歳出予算の内訳
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構成比は、子ども家庭費の2１.3％、福祉費の20.3％で
歳出全体の4割

◆歳出予算 経費別構成のポイント

構成比は特別区税の２4.8%、特別区財政調整交付金の２3.9％で
歳入全体の約半数

◆歳入予算 経費別構成のポイント

1,690億円



令和８年度予算案の規模・推移
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主要な一般財源歳入の状況

◆予算のポイント

・特別区民税は、対前年度比３２億円増となる３８５億円を計上
特別区財政調整交付金は、対前年度比３９億円の増となる４０４億円を計上

・投資的経費は、千川中学校複合施設整備などにかかる経費として２５４億円を計上

歳出（経費別）の状況
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調整交付金
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1,437 1,447 1,441 1,497

1,706 1,690



令和８年度予算編成方針 ― 新たな基本構想・基本計画
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誰もが
いつでも主役

新たな基本構想・基本計画

7つのまちづくりの方向性

みんなが
つながる

出会いと笑顔が
咲きほこる、憧れのまち

３つの理念

１
地域と共に支え
あう安全・安心
なまち

２
子育てしやすく、
子ども・若者が
自分らしく成長
できるまち

３
生涯にわたり健
康で、地域で共
に暮らせる福祉
のまち

４
豊かな心と活発
な交流を育む多
彩な文化のまち

５
活気とにぎわい
を生みだす産業
と観光のまち

６
共につくる
地球にも人にも
やさしいまち

７
誰もが居心地の
良い歩きたくな
るまち



令和８年度予算編成方針 ― 重点テーマ
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安全・安心

子ども
・

子育て支援

教育

新規・拡充事業全体（投資的経費を除く） ２６７事業、約６０億円を計上

３つの

継続する重点

TOSHIMA 
CITY

福祉 健康

産業振興 ３つの

新たな重点



令和８年度 予算案の主な事業
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※ 次ページ以降
予算額は表示単位未満を四捨五入



区有施設利用者の安全確保と防災キャビネットの普及啓発が目的

◆避難所等備蓄物資の拡充

避難所運営の強化

安全・安心

9 防災危機管理課

新規◆防災リーダー等の養成

避難所環境改善のための知識・ノウハウを身につける実践的な研修

を実施し、区民主導による避難所開設及び運営を可能とする体制を

構築します。

３８２万円

国や都の基準を踏まえ、避難所に必要な物資を整備するとともに、

福祉避難所についても、避難者の特性に応じた物資の充実を図ります。

２億７,００３万円 ◆要配慮者の方が使いやすい簡易トイレの配備

防災体制・対策の充実強化を図るため、災害時用の簡易トイレを購

入します。避難所に避難した方のうち、足が不自由等の身体的な理

由からマンホールトイレまでの移動が困難な方にお使いいただける

よう、全避難所に整備します。

１,７１３万円

令和８年度新規購入

全避難所

３５か所に整備

衛生面を考慮した

自動密封式の簡易トイレ

３５台

(26,250回分)

災害に対応できる
人材を強化！

訓練を実践的に

テント

防災備蓄品の充実を計画的に実施！災害への備えを強化

エアーベッド

R7 2,900個
R8 2,900個

R7 6,830個
R8 20,466個

令和８年度中に必要数を確保

例｜環境改善のための物資確保状況



区有施設利用者の安全確保と防災キャビネッ
トの普及啓発が目的

区有施設利用者の安全確保と防災キャビネッ
トの普及啓発が目的

地域の安全・安心を守るための支援

安全・安心
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住宅・マンション課

◆マンションの防災対策

一定の防災対策を実施しているマンションを対

象に、マンション防災の専門家を派遣し、コ

ミュニティの活性化や町会等地域との連携強化

による防災力の向上につながる支援をしていき

ます。

１１４万円

◆外国人向け防災啓発

本区で発生する可能性のある地震や水害などの対応方法やその備え

などを易しくまとめたテキストを作成し、専門学校等への出前講座

や防災イベントなどの啓発事業をきっかけとして、地域における防

災訓練の参加にもつなげていきます。

９１万円 新規

防災危機管理課

新規

日本語教室、専修学校各種学校、
子ども食堂、外国人支援団体等

◆区施設のＡＥＤの屋外化

２４時間使用可能なＡＥＤの少ないエリアにあ

る、区施設の屋外にＡＥＤを設置し、２４時間

３６５日使用可能なエリアを拡げ、救命率を向

上させます。

９１６万円

危機管理担当

◆個人宅への防犯対策用品の購入・設置推進

１,２１４万円

個人宅の防犯機器を購入した区民に対する補助を継続し、防犯意識の
向上と安全・安心なまちづくりの実現を図ります。

補助対象品（１２品目）

⑦防犯ガラス①防犯カメラ

⑧面格子②カメラ付きインターホン

➈防犯性の高い玄関錠➂防犯フィルム

⑩玄関補助錠➃ガラス破壊センサー

⑪窓補助錠➄センサー付きアラーム

⑫防犯砂利⑥センサー付きライト

治安対策担当

１７か所 設置

対象６言語
英語、中国語、韓国語、ベトナム語、ネパール語、ミャンマー語

実施場所

防災講座の実施 防災講座資料の多言語化

地震や水害などの
対応方法やその
備えなどを記載



良好な生活環境の保全

安全・安心
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◆大塚駅周辺における公衆喫煙所の設置

良好な生活環境を守るため、大塚駅周辺に公衆喫煙所を新たに設置

します。

７１２万円

公衆喫煙所を民間事業者等が設置できるよう、設置経費及び維持管

理経費の助成を行います。

◆民間事業者等による公衆喫煙所設置等への助成

１,０４０万円

公衆喫煙所設置状況

池袋駅東口喫煙所
池袋駅北口喫煙所
池袋駅西口東京芸術劇場前喫煙所

区営

［既存］

民間

［助成金活用］

THE TOBACCO IKEBUKURO
ファミリーマート立教通り店

THE TOBACCO IKEBUKURO SECOND
サンカクスクエア喫煙所

１

２

４

５

３

６

７

回数/期間
助成

限度額
助成率助成対象経費

1回800万円10/10工事費、設備費、
備品購入費等設置経費

5年間
年間

60万円
10/10光熱費、清掃費、

備品保守費等
維持管理

経費

新規

設置イメージ

受動喫煙の抑制や

地域環境の美化を

着実に推進

 裏路地の喫煙やポイ捨てが常態化している

 コインパーキングの敷地内で喫煙していて、
煙が漂ってくる

 歩行喫煙、路上喫煙が多い

大塚駅周辺のたばこに関する主な意見

民間の関係団体とも連携し、路上喫煙・ポイ捨て防止への取り組みを進めていきます！

区内全域のたばこに関する苦情 年間３００件超え

小型充電式電池等集積所回収事業

ごみ減量推進課

集積所におけるリチウム蓄電池等の回収を開始し、不適切な排出、

混入による火災事故等の発生を防ぎます。

環境保全課

５９０万円



池袋保健所跡地を活用した居場所づくり

子ども・子育て支援

12 生涯学習・スポーツ課

◆保健所跡地活用事業

ＵＲ都市機構へ返却するまでの期間中（令和１０年３月まで）、地

域に開かれた交流・体験・学びの拠点として、池袋保健所跡地を暫

定活用します。

アーバンスポーツを楽しめるほか、ＹＡ図書館サテライト、ケア

リーバー等の相互交流、出張アシスとしま（子ども若者総合相談）、

妊産婦・子育て世帯等の居場所事業を実施します。

３,９５１万円 新規

１Ｆ

EV

WC WC

EV

WC WC

２Ｆ

アーバンスポーツ

YA図書館
サテライト

妊産婦・子育て世帯等
の居場所事業

アーバンスポーツ

ストリートダンス

スケートボード
パルクール

出張アシスとしま
子ども若者総合相談

ケアリーバー等の
相互交流

保健所跡地住所：東池袋４－４２－１６

みんなあつまれ！



区民
提案 ◆妊産婦・子育て世帯等の居場所事業

国籍や文化に関係なく、妊婦や子育て世帯が安心して子育てを楽し

むことができる居場所を提供するとともに、子育て中の保護者等が

無意識な偏見・ジェンダーへの理解を深めることができる講座や、

食や文化を通じた多文化交流イベント等を開催します。

５００万円

新規

池袋保健所跡地を活用した居場所づくり

子ども・子育て支援
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EV

WC WC

EV

WC WC

アーバンスポーツ

出張アシスとしま
子ども若者総合相談

ケアリーバー等の
相互交流

ＹＡ図書館
サテライト

出張アシスとしま
子ども若者総合相談

子ども家庭支援センター

食や文化を通じた

多文化交流イベントも開催

妊産婦・子育て世帯等
の居場所事業

社会とのつながりをはぐくむ場

相談や交流を通じて孤立を防ぐ！

ケアリーバー等の
相互交流

居場所

相談

ピアサポート
（仲間同士の支え合い）

一体的に
実施

YA図書館
サテライト

保健所跡地住所：東池袋４－４２－１６

１Ｆ

２Ｆ



としま文化応援団【としま未来文化財団事業】

子どもの体験格差の是正に向けた取組み

子ども・子育て支援
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◆子どもの体験活動

子どもの意見を取り入れた小学生対象の体験活動を実施するほか、

夏休み期間には自習室として場を開放し、中学生の居場所を創出

します。

５００万円

◆夏休みの居場所事業 ４６万円

地域区民ひろば課

指導課

◆小学校芸術鑑賞教室の充実

小学４年生を対象に、劇団四季のミュージカル『ライオンキング』

を鑑賞する日帰り体験学習を実施します。

１,５８２万円

◆誰もが参加できる
インクルーシブ文化事業の創出

１,０００万円 新規

子どもスキップでの文化体験事業や、アーティスト・地域との交流

ができるワークショップなどを通じて、子どもたちにとって「かけ

がえのない体験」を創出します。特に文化に接する機会の少ない家

庭環境の子どもの参加を促すとともに、会場への引率を含めたサ

ポートを行います。

文化事業課

身近な区民ひろばで！子どもの体験活動＆居場所創出

文化のまちならではの教育活動

様々な背景を持つ子どもたちが
文化芸術に触れる機会を創出

新規

文化企画課

としま未来文化財団と区が両輪となって区民や企業

から賛同金を募り、子ども・若者が参加しやすい文

化体験の場を創出！

子どもたちの文化の裾野を広げていきます。



安心して子育てできる環境づくり

子ども・子育て支援
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◆スムーズな就学につなげるための５歳児健診

５歳児健康診査のモデル実施を行い、子どもの発達特性に応じて必

要な支援が提供できる体制を整備します。

２７２万円

長崎健康相談所

新規

保健予防課

健康推進課

◆ＲＳウイルスワクチン定期予防接種

令和８年４月から、妊婦に対するＲＳウイルスワクチン（母子免疫

ワクチン）が定期予防接種となるため、区民の接種費用を全額助成

します。

８,４３０万円

新規

助産師等の専門職が常駐する施設（産科病院・助産院等）において、

産後の母子に対して心身のケア等を行うため、宿泊日数を３泊４日

から６泊７日に拡充します。

１億６,７５７万円◆産後ケア事業の拡充

拡充 負担の大きい時期
に支援を充実！

３泊４日 ６泊７日

宿泊（ショートステイ）型の日数

予診票の発送時期令和８年４月時点

令和８年３月末に
予診票を自宅へ発送

妊娠２８～３６週の方

２８週になる月の前月上旬に
予診票を自宅へ発送

妊娠２８週未満の方

対象者 妊娠２８～３６週の方
自己負担無しで

接種できます！

ＲＳウイルスの感染による急性の呼吸器感染症で、
乳幼児に多い感染症です。妊娠中の方にＲＳウイ
ルスワクチンを接種することで、ＲＳウイルスに
対しての抗体が胎盤を通じて母体から胎児へ移
行し、生まれた直後からＲＳウイルスの感染や
重症化を予防します。

ＲＳウイルスとは

通所（デイサービス）型 ３日／年

訪問（アウトリーチ）型 ２日／年

（子ども一人あたりの日数）

自己負担額 ２,５００円／日



物価高騰に対応した就学援助の拡大

教育

16 学務課

◆就学援助における認定基準及び支給金額の引き上げ
と支給費目の新設 １億４,８０３万円

「学習応援費」の新設２

支給額の拡充３

支援を必要としている世帯への拡大

所得基準の引き上げ１

２３区初

小学生 年額 １４,０００円

中学生 年額 １３,０００円

２３区の
標準的な水準

物価高に対応した水準に
引き上げ

拡充現状費目

１０,０００円
２０,０００円
２２,０００円
３６,０００円
７３,０００円

小５ ６,２００円
小６ １６,３００円
中１ １７,０００円
中２ ３１,０００円
中３ ６４,６００円

移動教室費◆

修学旅行費◆

１６,０００円
１０,０００円

小６ １１,０００円
中３ ８,８００円

卒業アルバム費◆

２７,６００円
２８,１００円
２０,０００円
３９,２００円

小１ １５,６００円
小３ １８,８４０円
小４ １８,８４０円
中１ ３０,３６０円

学用品費

拡充現状世帯構成（例）

約４４５万円 未満約３９８万円 未満
３人世帯
40・12・7歳

約４７０万円 未満約４１７万円 未満
４人世帯
45・45・14・9歳

例｜認定となる所得額の例（世帯全員の合計所得額）

生活保護基準の1.2倍 生活保護基準の1.4倍へ

区独自

教育の機会が失われないよう支援強化

区独自

◆は支給上限額
それ以外は定額支給

学習参考書等の購入や調べ
学習のための博物館見学な
ど、子どもたちの興味関心
に応じた学習を支援



子どもの学びを支える環境の整備

教育

17

◆小学校への校内教育支援センターの開設

全中学校に設置した「校内教育支援センター」を、区内全小学校

２２校に開設します。（令和８年度２学期）

３３０万円

新規

◆学習情報センターの整備

学校図書館を改修し、プレゼンテーション機能等を兼ね備えた

ＩＣＴ環境や、個別・協働学習スペースなどを充実させた新た

な学びの拠点『学習情報センター』の整備を、要小学校、巣鴨

小学校において進めます。

２,０６９万円 新規

学校施設課

教育センター

• 学校には行けるけど自分のクラスに
は入れないなど、登校する習慣を身
に付けたい児童向けの教室

• 教育センターの不登校対策スーパー
バイザーなどを学校に派遣

校内教育支援センターとは

学習支援、自立支援を受け、
少しずつ教室へ戻ることを目指す

普通教室とは違った雰囲気の
安心して過ごせる場所

学校と
教育センター

の連携

文部科学省HPより引用
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shisetu/044/toushin/1414523_00004.htm

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shisetu/044/toushin/1414523_00004.htm


区有施設利用者の安全確保と防災キャビネットの普及啓発が目的

安心して住み続けられるための支援

福祉

18

◆居住サポート住宅の供給促進

「居住サポート住宅」の供給促進のため、住宅セーフティネット事

業における家賃低廉化補助や改修費補助の対象を、居住サポート住

宅にも拡充します。

３,５０１万円

住宅・マンション課

自立支援担当課

居住サポート付き住宅
の供給促進

家賃を５万円下げる

２５０万円を上限に補助

要配慮者

•ホームヘルプ
•デイサービス

高齢者/障害者

•家計把握や就労の
支援
•生活保護の利用

低所得者

•自立支援員に
よる相談
•子どもの学習支援

ひとり親

家賃低廉化補助

住宅改修費補助

居住支援法人等

１

２

３

ＩＣＴを活用した安否確認
（人感センサーなど）

訪問等による
見守り

福祉サービスにつなぐ

国が定める居住サポート住宅のイメージ

安心居住

豊島区

居住支援
法人等

物件オーナー
（賃貸人）

区の住宅サポート体制も強化！

居住サポートのための専管組織

くらし・居住支援課を創設

くらし・しごと相談支援センターに

住まい相談支援員を新設

連携

“低所得者向け住まい相談”の
サポート体制を強化し
住まいの支援をきめ細やかに！

※日常生活において援助が必要な住宅確保要配慮者
のサポートを行う住宅

※



区有施設利用者の安全確保と防災キャビネッ
トの普及啓発が目的

いつまでも自分らしく暮らせるための支援

福祉

19

◆リフト付き福祉タクシーの運行

高齢や障害により、車いす等を利用しなければ移動が困難な方への

外出支援として、リフト付き福祉タクシーを２台確保し、移動支援

事業を開始します。予約料金、迎車料金、基本介助料及びメーター

料金の２割分を、区が負担します。

８７０万円

福祉総務課

新規

◆入浴特化型デイサービスの拡充

自宅での入浴が困難な方の入浴ニーズに対応するため、要支援者等

を対象とした入浴特化型デイサービスを拡充します。

高齢者福祉課

区有施設利用者の安全確保と防災キャビネッ
トの普及啓発が目的

区民
提案 ◆キッチンカーによる

「まちかどカフェ」のオープン

身近な公園でキッチンカーを利用した

屋外カフェとパークトラックを組み合

わせた「まちかどカフェ」を開催！

高齢者、障害者、子育て世代などが外

出するきっかけをつくることで、健康

づくりや地域コミュニティの活性化を

図ります。

３９６万円

新規

◆ケアする人が、ケアされる時間

普段、ケアをする側・

支える側のケアラーが、

自身の状況や悩みを共

有し、疲労感や孤独感

を解消する場としての

「語りの場」を開催し

ます。

４９１万円
区民
提案

新規

２,２３３万円

予約料金

迎車料金

基本介助料

メーター料金の２割分を区が補助

メーター料金

区負担

区負担 利用者負担

２割

＜不参加の方向け＞
セルフケアのための
情報誌を作成

＜語りの場＞年４回開催

公園緑地課

福祉総務課

運行は２４時間３６５日対応！

拡充
１施設 計３施設

８割

保険外サービス
利用助成

参加特典

年１５回程度 開催

Cafe

区内全域東部地域



障害者の日常生活を支えるための支援

福祉

20

◆移動支援事業（ガイドヘルパー）の拡充

障害者及び障害児の移動支援の利用拡大に向け、対象要件を見直し

ます。

１億９８８万円

◆心身障害者等福祉タクシー事業の拡充

生活の利便性と生活圏拡大を目的に肢体不自由者や視覚障害者の方

等に交付している福祉タクシー券について、物価高騰を踏まえ増額

するとともに、生活保護受給者も交付対象とします。

１億４,５３２万円

拡充現状

年額
４４,４００円

年額
３９,６００円

年間支給額

生活保護受給者も

交付対象に追加！

障害支援担当

◆重症心身障害児（者）等
在宅レスパイト・就労等支援事業の拡充

年間利用上限時間を拡充するとともに、看護師等の派遣先を自宅な

どに限定しない形に拡充し、外出時における保護者の介護負担軽減

と社会参加を促進します。

１,７６７万円

１４４時間 ２８８時間

自宅と学校等に限らず

看護師等の派遣が可能に！

拡充するサービス内容例

・学校行事で行うケア

・親戚や友人宅で行うケア

・図書館や博物館で行うケア

①年間利用上限時間の拡充

②看護師等の派遣先（利用場所）の拡充

自宅・学校等
場所を限定せず
派遣が可能に！

２３区初

※下肢機能障害４級の方は、２,４００円増の年額２４,０００円へ拡充

・身体障害者及び難病患者における年齢要件（６５歳未満）を撤廃

・未就学児のうち、

「保護者同伴であっても移動が困難である医療的ケア児」を対象に追加

要件見直しの一例

※



障害者の日常生活を支えるための支援

福祉

21

◆医療的ケア児等介護等支援助成

医療的ケア児及び重症心身障害児の保護者の負担軽減に向けた支援

策として、介護等にかかる経費の助成を行います。

（としま子ども若者応援基金を活用）

２９０万円

新規

対象経費

モノ以外も対象

付き添い入院時の費用、介護タクシー経費など

医療的ケア児等の介護等に係る経費

助成額 一人あたり上限５万円

障害支援担当

◆重度心身障害者（児）日常生活用具
給付事業の拡充

消化器等に障害のある方が日常的に装着が必要なストマ装具につ

いて、給付上限となる基準額を引き上げるとともに、新たに蓄電

池・自家発電装置を給付種目に加え、区民の負担軽減を図ります。

６,１３８万円

拡充現状種別

月額
１０,０００円

月額
８,８５８円

消化器系

月額
１３,０００円

月額
１１,６３９円

泌尿器系

ストマ装具

①ストマ装具（人工肛門等）の基準額の拡充

②蓄電池・自家発電装置を給付種目に追加

基準額

対象者

医療的ケアが必要な障害者及び障害児

１０４,０００円蓄電池

２１２,０００円自家発電装置

自家発電装置

フードプロセッサー見守りカメラ電動車いすの
介助者用アシスト機器

２３区初



保健所の移転・リニューアルオープン

健康

22 保健所設置準備担当

令和８年５月７日

豊島区保健所リニューアルオープン

フロアマップ区役所本庁舎の向かい側に移転
東京メトロ東池袋駅から地下で連絡１

災害時は「医療対策本部」を開設

２ ２階に健診や手続き窓口を集約！
親子で入れるトイレやバギー置き場も充実

３

名称も
新たに！



保健所の移転・リニューアルオープン

健康

23 保健所設置準備担当

◆わたしメンテラボ運営事業

豊島区保健所開設に伴い、健康に関する「気づき」を得て「相談」

ができる健康づくり支援拠点「わたしメンテラボ」を設置、運営し

ます。

２,４９５万円

健康に関する「気づき」を得て「相談」ができる

「予防」に重点を置いた健康づくりの場

体組成計

血圧計

骨健康度測定器

野菜摂取度測定器

握力計

肌年齢測定器

開設時間

９:１５～１６:３０（予定）

受付終了 16:15

新規

測定後

生活習慣病を予防したい

生理痛が重くてつらい

更年期かも？

様々な測定機器

専門職の相談員によるアドバイスと情報提供
希望者には専門職による健康相談を実施（予約優先）

こんな方に このほか、イベントに合わせ、測定機器を設置



地域経済の活性化

産業振興

24

◆ビジネスサポートセンターの強化

ニーズが高まる企業のＤＸ化に対応するため、としまビジネスサポー

トセンターにＤＸ相談窓口を新設します。

また、より利用しやすく質の高い経営相談の窓口を目指して、オンラ

インによる経営相談の拡充や相談記録の電子化を実施します。

７９０万円

◆中小企業支援補助金の拡充

区内中小企業を対象に実施している「中小企業支援補助金」につい

て、業務効率化等の経営課題へ対応するため、ＤＸへの対応経費に

対し補助を行う新たなコースを設置します。

４,９９０万円

新規

DX推進経営安定開業支援

２０万円１５万円２０万円限度額

１/２１/２２/３補助率

機器設置、ソフト
ウェア購入、クラ
ウドサービス利用

販路開拓・拡大、
専門家活用・人材育成（経営安定のみ）

メニュー
種類

区内における起業の機運醸成を図り、起業家を発掘することに加え、

区内で起業するまで伴走する体系的な起業塾を開催し、地域密着型

起業家を増やします。また、池袋駅構内スペースを活用したチャレ

ンジ出店を実施します。

１９５万円◆起業支援の強化

産業振興課

新規

昨今の賃料高騰に伴う若年層起業家の固定費負担を軽減し、区内若

年層の起業を後押しするため、賃料支援の補助を行います。

７５万円◆若年起業家賃料支援

実践コース基礎コース入門コース

1日(40名)
交流会あり

❶一般編
2日(30名)

❷女性編
2日(30名)

5日(20名)

レベル別に起業塾を実施 チャレンジ出店

６月 ７月 ９～10月

対 象 者：起業初期又は起業予定で３９歳未満、
かつ一定の基準を満たしたもの

補助対象：店舗、事務所の賃料
助 成 額：月額５万円以内×１２か月

若者の起業を
後押し！

ＤＸ専門員による“ＤＸ相談”実施

中小企業のＤＸを推進！ 起業家支援をさらに強化！

ＤＸ補助金の新設

池袋駅構内
スペースに出店！

冬



シティプロモーションの推進

産業振興

25

◆インスタグラム広告による
区の魅力・活力のＰＲ推進

９４４万円

ＳＮＳ（インスタグラム）を中心とした広告配信により、豊島区の

ＰＲを推進します。ショート動画を活用し、豊島区のイメージ・認

知度向上につなげます。

ＰＲ対象

誘引

情報提供
区ブランド

情報提供

SNS広告

シティプロモーション課

◆京都府自治体との
マンガ・アニメ全国連携事業 ２００万円

全国連携プロジェクトを活用し、アニメプロモーションを積極展開

している京都府内の自治体と連携！双方でマンガ・アニメのまちづ

くりをＰＲします。

マンガ・アニメ・トキワ荘担当

◆デザインマンホール蓋の設置 ７１３万円

豊島区・池袋にゆかりのあるアニメBanG Dream!（バンドリ！）等

のキャラクターを用いたデザインマンホール蓋を新たに設置し、国

内外からの観光客等の誘客及び周遊につなげます。

新規

新規

現在のデザイン
「池袋ＰＲアニメ」

マンホールカードの配付
©豊島区©アニメイト動画の内容をさらにバージョンアップ！

TOSHIMA
CITY

R7は14,251人誘引

（R7.12月末時点）



企業等による事業提案制度の導入

共創の推進

26

◆企業等による事業提案制度補助金

令和７年度の企業提案制度採択事業に対し、事業実施のための補助

金を交付します。

１,０１４万円

企業
提案

新規

シティプロモーション課

提案事業数

24件

投票総数 計１,6０４票

投票者数 ８３０人

豊島区企業等による事業提案制度

豊島区をより良くしたい企業等から、地域課題の解決につ
ながる具体的な提案を受け、提案した企業等が実施する事
業に対し、一定期間、区が支援を行う共創制度

区民投票

投票対象事業

4件

外部有識者を含む
審査委員会

ＤＡＩＫＥＮ株式会社

採択
事業

未利用地を活用したコミュニティガーデンと
菜園運営事業

総事業費 ：１８９万８千円
補助上限額： ９４万９千円（総事業費の１/２）

提案企業名

区の未利用地をコミュニティガーデンや菜園に整備し、

区民が利用できるスペースを提供します。

事業概要

写真：他自治体での未利用地活用事例



多文化共生の取組み

多文化共生

27

多文化共生推進担当

生涯学習・スポーツ課

◆初期日本語教室への補助

外国語を母語とする日本語が苦手な方々が、日常生活に必要な言葉

を学ぶための日本語教室の実施に対し、補助金を交付します。

２６１万円 新規

◆外国人向け生活ルール等の
動画の作成

２３９万円

地域コミュニティとの交流や、災害時に必要な防災知識、区民

生活に身近なごみ捨てルールの提供等の施策をさらに推進する

ため、区民部に「多文化共生課」を創設します。

新規◆多文化キッズサロンの開設・運営と
多文化キッズコーディネーターの配置

日本語を母語としない児童や保護者が地域とつながりを持ちながら

孤立を防ぐための、学習支援、相談支援、交流事業を一体的に行う

「多文化キッズサロン」を開設・運営します。また、「多文化キッズ

コーディネーター」が核となって、様々な困りごとに寄り添い、

関係機関と連携しながらアウトリーチで支援します。

２,３２３万円

子ども家庭支援センター

地域

学校

行政
機関

当事者

民間支援
団体

多文化キッズ
コーディネーター

教育センター

◆日本語指導教室の充実

来日して間もない児童・生徒に対し、学校への適応を目的とした日

本語指導を行なっています。指導開始までの待機期間を短縮するた

め指導員を増員し、日本語指導の修了後も学習に困っている児童・

生徒に対し、巡回による学習支援をNPO等と連携し実施します。

２,１１８万円

新規

多文化キッズサロン

地域の関係機関と連携

一体的に実施！
地域とつながり 孤立を防ぐ

学習
支援

相談
支援

交流
事業 多文化共生課を創設

日々の生活に必要なルールや税・保険制度などを知らない外国人に

対して、テーマごとに短く簡潔に伝えるアニメーション動画を作成

します。



ウォーカブルなまちづくりの推進

まちづくり
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池
袋
駅
周
辺
地
域
の
再
生

池袋駅

東西自由通路（北デッキ）

・北デッキ実現に向けた概略基本設計

中池袋公園賑わい創出
(Hareza池袋エリアマネジメント)
・公民連携による地域活性化

東池袋一丁目地区
〔市街地再開発事業〕

・2028年度竣工予定

南池袋二丁目28番街区地区
〔市街地再開発事業〕

・2025.9 都市計画決定

池袋駅西口地区〔市街地再開発事業〕

・2024.11 都市計画決定

池袋駅東口地区

・池袋駅東口地区まちづくり協議会の運営支援

南池袋二丁目Ｃ地区
〔市街地再開発事業〕北棟2025年度竣工予定

豊
島
区
役
所

グリーン大通り賑わい創出
・

公民連携による
地域活性化

西池袋一丁目地区
〔市街地再開発事業〕

・2018.3月 準備組合設立

豊島区役所側 ⇔ 再開発エリア
〔横断歩道橋整備〕

環状5の1号線整備と民間再開発が
連携して進める歩道橋整備

都市再生担当

池袋駅周辺まちづくり担当

IT tower TOKYO〔総合設計〕

・2026.3 オープン予定

東口駅前再編（クルドサック化）
・東口駅前再編整備計画の検討



ウォーカブルなまちづくりの推進

まちづくり
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2040年代2030年代2027年度～2026年度2025年度2024年度

整備計画案の
検討・策定

整備条件整理

事業化準備
（ 組合設立・権利変換手続き等 ）

［環状５の１号線開通後］

整備計画確定
設計・工事

都市計画決定

竣
工

整備条件整理

設計・工事

工事

整備計画案の
検討・策定

西口再開発

北デッキ

池袋駅東口
駅前広場再編

池袋駅周辺地域の再生

池袋駅西口地区市街地再開発事業の事業化準備を促進し、さらに駅の再生を推進

東西自由通路（北デッキ）
・北デッキ実現に向けた概略基本設計

▼ 池袋駅東西自由通路等まちづくり推進事業
―――――――――――――1億3,563万円

東口駅前再編（クルドサック化）
・整備計画案(位置・形状・規模など)検討

概略基本設計

西口再開発（池袋駅西口地区）
・事業計画策定に向けた基本設計

▼ 池袋駅東口駅前再編推進事業
―――――――――――――――――1,14７万円

▼ 池袋駅西口地区市街地再開発事業
―――――――――――――――13億2,683万円

車両が通過 クルドサック化

都市再生担当

池袋駅周辺まちづくり担当

新規 新規 新規



ｚ

魅力あふれる公園づくり

まちづくり

30 公園緑地課

新規◆公園等の再構築

「豊島区公園等再構築プラン」の策定にあたって、区民ワークショッ

プを開催したモデル３地域において、再整備や利活用を進めます。

令和８年度からは、高松・要町・千川地域の調整・整備等を行います。

１,０２８万円 ◆高松三丁目公園の整備 １億１,８５０万円

公園等再構築プランに基づき、モデル地域の高松・要町・千川

地域において、地域の核となる公園を高松地区に整備します。

新規

豊島区公園等再構築プランの目指す姿

身近な「私たちの公園」

方針１地域の特徴を生かした公園づくり

①公園ごとに役割を明確にし、

機能の適正な配置に沿った再整備

方針２地域の人々に愛され、親しまれる公園を育てる

①地域の合意に基づいた柔軟な公園運営

②地域コミュニティの活性化を促進する支援

公園の６つの役割

②
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
む

①
の
び
の
び
遊
べ
る

③
く
つ
ろ
ぎ
憩
え
る

④
み
ど
り
・
自
然
に

親
し
む

⑤
安
全
・
安
心
を
担
う

⑥
交
流
・
に
ぎ
わ
い
の

拠
点

モデル地域 高松
要町

千川

巣鴨
西巣鴨

高田



学校改築の推進

公共施設等

31 学校施設課

◆千川中学校複合施設の整備

千川中学校の改築にあわせて、西部子ども家庭支援センター、児童発達支援センター、教育センター

（日本語指導・不登校対策支援を除く）を複合化し、西部エリアの新しい子育て支援の拠点と地域交流

が生まれる場を創出します。（令和１０年９月開設予定）

１８億８,７６７万円

◆朋有小学校・西巣鴨中学校校舎一体型小中連携校と総合体育場の整備

朋有小学校と総合体育場の敷地を一体的に活用し、現在の総合体育場側に朋有小学校・西巣鴨中学校校舎一体型小中連携校を整備します。

「考える会」による地域からの提言をもとに、令和８年度より小中連携校及び総合体育場の設計に着手します。

７,６３０万円

◆駒込地区仮校舎の整備及び駒込中学校の改築

駒込小学校の隣地を民間から定期借地し、駒込中学校、駒込小学校、仰高小学校の改築のための仮校舎を整備します。

令和８年夏までに既存建物の解体を終え、秋からは仮校舎の整備工事に着手します。あわせて「考える会」にて駒込中学校の改築検討を行います。

２億９１７万円

R18R17R16R15R14R13R12R11R10R9R8R7年度

朋有小・西巣鴨中
小中連携校

総合体育場

約１年

考える会

約４年

設計

約５年

工事
（連携校・体育場（野球場以外））

開設

連携校・体育場（野球場以外）

約１年

工事
（野球場）

朋有小
解体

体育場
解体

R27R26R21～25R16～20R11～15R7～10年度

駒込中学校
駒込小学校
仰高小学校

約４年

仮校舎整備

約４.５年

工事（駒込中学校）

約４.５年

工事（駒込小学校）

約４.５年

工事（仰高小学校）

仮
校
舎
解
体

用
地
返
還開設

R11

開設

R15

開設

R20

開設

R25

R10R9R8R7年度

千川中学校
複合施設

約３年

改築

開設

開設

野球場

千川中学校複合施設イメージ



主な公共施設の整備

公共施設等

32子育て支援課

◆児童養護施設の誘致

千川中学校複合施設へ移転後の西部子ども家庭

支援センター跡地において、公募により選定し

た事業者による整備を行います。事業者公募に

向け、土地の境界確定及び施設内容の検討を進

めます。（令和１３年度開設予定）

２７８万円

◆重度障害者グループホーム等複合施設の整備

旧高松第一保育園解体後の跡地において、重度障害者の「親なき後

の住まい」となる重度障害者グループホームを誘致します。グルー

プホームのみならず、障害者からのニーズが高いサービスを付加し

た多機能型の複合施設としての整備も検討し、重度障害者やその家

族が住み慣れた地域で安心して暮らし続けられる基盤を整備します。

（令和１３年度開設予定）

９９１万円

新規

障害福祉課

◆千早図書館の改築

千早図書館の改築に向けた設計及び建物解体を行います。

１億４,６３０万円

図書館課

◆区立舞台芸術交流センターの
劇場舞台装置等の更新

区立舞台芸術交流センター（あうるすぽっと）の舞台装置等の更新

に向けた準備を進めます。（令和９年度改修予定）

１億４,４６３万円

新規

文化企画課

区内では、niimaに続く２施設目

niima（二―マ）旧高松第一保育園

約４９０㎡約９２０㎡敷地面積

１５名２０名（予定）グループホーム定員

令和８年６月、上池袋図書館が

リニューアルオープン！

旧千早地区保育所仮園舎に臨時窓口を開設し、

予約資料の受渡などのサービスを行います

令和８年４月～令和１０年１１月

臨時窓口開設

令和８年３月１６日

休館

令和８年６月～令和９年１月

解体工事

令和９年４月～令和１０年９月

新築工事

令和１０年１２月

新館開設予定

［旧高松第一保育園住所：高松３－１０－７］

［現・西部子ども家庭支援センター住所：千早４－６－１４］



職場環境の改善による質の高い区民サービスの提供

行財政運営

33

◆ＡＩアプリを活用した業務変革

職員が行う定型業務をＡＩによる自動処理に置き換えるとともに、

統計情報の分析や計画策定の支援など、高度な業務についてもＡＩ

活用を進めるため、新たなＡＩサービスを導入します。

４９６万円

◆フリーアドレスに対応した庁舎オフィス改革

職場環境を改善することで、職員の生産性向上やコミュニケーショ

ンの活性化、事務スペースを有効活用するため、フリーアドレスに

対応したユニバーサルレイアウトを政策経営部でトライアル導入し

ます。また、組織改正にも柔軟に対応できる機能的なオフィス改革

を進めます。

１,０２４万円

新規

総務課

情報政策課

◆窓口等でのＡＩ活用 ４００万円

窓口業務省力化の一環として、次年度、庁舎１階総合案内での無人

端末等の運用を試行します。

新規

◆電話自動録音機能の導入 ３,７１７万円

電話録音のための外付け機器を導入し、本庁舎等の着信通話におい

て自動アナウンス＋自動録音の運用を開始します。

新規

フレキシブルな座席配置

組織・コミュニケーション
の活性化

質の高い区民サービス
の提供

ＡＩ活用で窓口対応の質を高める

ＡＩによる手続き案内等の実証

ＡＩアバターによる手続き案内 多言語翻訳ディスプレイ

多言語翻訳ディスプレイ等の実証

庁舎１階総合案内

手続き窓口

Information

フリーアドレスに対応した
ユニバーサルレイアウト

イメージ



国の重点支援地方交付金を活用した物価高騰対策

おわりに

34

産業振興課

要件

中小企業・小規模事業者の賃上げの促進のため、従業員規模に

応じた支援金を支給します。

 令和８年４月１日から令和８年１２月１５日までの間に、

前月比で基本給を３％以上引き上げ

 賃金台帳等の写しにて、前月と対象月の基本給または時間給等

を比較

 週２０時間以上勤務する従業員を対象

 労働条件通知書または雇用契約書等にて、労働条件を確認

内容

従業員１人あたり、５万円支給（１事業者上限５０万円）

としま賃上げ促進支援金の支給

障害福祉課

予算額
４億１,１２１万円

令和８年第１回区議会定例会に補正予算案として提出

介護保険課

介護・障害福祉サービス事業所における、福祉人材確保のため、

支援金を区独自に支給します。

さらに、訪問介護報酬引き下げの影響を緩和するため、訪問介護

事業所を対象に上乗せ支援を実施します。

予算額
８,６０２万円介護サービス事業所

予算額
４,３３９万円

人材確保支援金・訪問介護支援金の支給

障害福祉サービス事業所

金額対象種別

１事業所あたり
１５万円

通所・入所・訪問系事業所人材確保支援金

１事業所あたり
５３万円

訪問介護、定期巡回・随時対
応型訪問介護看護、
夜間対応型訪問介護事業所

訪問介護支援金

金額対象種別

１事業所あたり
１５万円

通所・入所・訪問系事業所等人材確保支援金



令和８年度（2026年度）

豊島区
当初予算案プレス発表

政策経営部広報課 ０３－４５６６－２５３３


